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響灘ビオトープ 九州の北端
福岡県

福岡県 北九州市



北九州市響灘地区かつては海だった場所が・・・

響灘
ビオトープ



1980(S55) 埋立て開始

1986(S61) 埋立て完了

1980代

2012（H24）年10月 響灘ビオトープ開園

響灘ビオトープができるまで

2009~(H21～22)調査 約500種

2010代

2020~(R2～4)調査 約800種

生物多様性の観点から重要度の高い湿地（重要湿地）

自然共生サイト（R5前期）



響灘地区は、脱炭素、循環経済、生物多様性のショールーム

南北約600m

3つの
湿地

草地

水源は雨水のみ

広さ約41ha

（25mプール約110個分）

淡水池 砂礫地

響灘



コガタノゲンゴロウ
環境省絶滅危惧Ⅱ類

トノサマガエル
環境省準絶滅危惧

ミナミメダカ
環境省絶滅危惧Ⅱ類

チュウヒ
環境省絶滅危惧ⅡB類

カヤネズミ
福岡県絶滅危惧Ⅱ類

響灘ビオトープの
生態系

草
地

湿
地

ベッコウトンボ
環境省絶滅危惧ⅠA類

オオヨシキリ
福岡県準絶滅危惧



環境学習、視察等（多主体、多世代）

アクティブラーニング（小学3～5年）

市外からの修学旅行

海外研修生視察

企業や地域団体の視察



環境体験学習、イベント等

カヤネズミのお宅訪問（球巣探し）

湿地の生き物観察

自然素材を使ったクラフト

月例の野鳥観察会



生物保全と調査

ベッコウトンボの頭数調査（市民参加） ベッコウトンボ（幼虫）の人工飼育

チュウヒ調査
北九州高校魚部とコラボして水生生物調査



国立環境研究所
五箇公一先生



湿地・草地の保全（ヒメガマ、ヨシの伐根・除草）

重機による伐根（環境省生物多様性保全推進支援事業）

水面が少なく
なった湿地
（2019）

除草・伐根に
より再生
（2023）



【調査研究1】
AIの一種の深層学習法を使った鳥類の行動分析

検出鳥類の飛跡描画

自動検出された鳥類の一例



生物や自然環境に関心のある方だけでなく

多くの方に「生物多様性」を知ってもらい

一緒に取り組みたい！



市内の
野鳥観察場所を巡る
スタンプラリー
（環境省生物多様性保全推進支援事業）

賞品（野鳥観察会バスツアー） 賞品（Ｊリーグフラッグベアラー）



スポーツジャンボタニシ拾い

夕日音楽会で生物の声に耳を傾ける

ノルディックウォーキング

響灘ビオトープにおける
異分野コラボ事業

カヌーで水辺の生き物観察



ホップを試験栽培（2019年4～7月、＠響灘ビオトープ）

ビールの原料になる毬花（まりはな）



2023年度 地ビール ～市役所の上下水道部門ともコラボ～

➢ 浄化センターでホップ栽培
➢ 再生水を供給
➢ 下水汚泥由来の堆肥を活用
➢ 全国的に数少ない緩速濾過
方式の浄水場の水を地ビー
ルに利用

➢ 市制60周年ラベル（デザ
インマンホール使用）



自然再興型第6.5次産業による次世代のためのまちづくり
～第一次産業×第二次産業×第三次産業＋生物多様性～

地域、家庭での
取り組み
（環境改善
健康推進）

ホップ栽培（市民参加）

市民（環境行動の芽）

環 境 経 済社 会

酒販店、イベント

ヘア化粧品

北九州の自然

コッペパン

地ビール醸造
ホップ
栽培

醸造

販売

生物
多様性

次世代に
引き継ぐ
まちづくり

環
境

経
済

社
会



日本最大級の湿地・草地のビオトープにおける多主体協働の保全活動

まとめ

➢ 産業廃棄物処分場跡地も二次的自然として生物多様性

空間に変身できる

➢ 多様な生態系の中でも湿地・草地の減少は顕著である

ため響灘ビオトープの存在意義は大きい

➢ 湿地・草地に限らず身近な自然環境は人が手をいれて

保全する必要があり、そのためには多様な主体を巻き

込むことが保全につながる

➢ 多くを巻き込むためには、他分野とコラボすることで

間接的にアプローチする方法がある



響灘ビオトープHP

ご清聴ありがとうございました。


